
☆新川児童館駐車場が満車の場合は、他に停める場所はない為、石垣市子どもセンターをご利用ください。 

  ※絶対に空き地や団地内、路上駐車はお止めください。 

☆緊急時以外は電話をお控えください。「児童館に来てますか？」の電話が多く困っています。必ず、朝約束事を決

めてから一日の始まりをスタートしましょう。※お問い合わせは、なるべく 10：00～12:００の間にお願いします。 

☆２月２８日(土)13:00～1６:00「児童館まつり」を健康福祉センターの芝生広場で開催します。 

その為、石垣市子どもセンター、石垣市とのすく児童館、石垣市新川児童館の 3館とも一日閉館しています。 

 

   

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

〒907-0024 

石垣市新川 2212-9 

TEL 0980-87-7747 

FAX 0980-87-7748 

- 

 

 

○ 新川児童館は、０～１８歳未満のすべての子どもが利用することができます。 

○ お子さんを預かる施設ではないため、利用時の来館・退館時間（帰る時間等）はご家庭で約束をした上 

でご利用ください。 ※未就学児は保護者の同伴が必要です。 

○ 来館の際は水筒を持参してください。お金を渡すのではなく、水筒を持たせましょう。 

○ 駐車場が満車の際は、他に停める場所はありません。徒歩か公共交通機関をご利用ください。 

【開館時間 １０：００～１2：００  /  13:00～18：00 】※１７：４５～お片付け・そうじです。 

 

 

変顔 

避難訓練 

洗って分別 

まつり準備 

こっかぁら号 
大会長挨拶 

第一回ベイブレード大会 時間つぶしのジェンガ 

卓球クラブ 

地域のゴミ拾い 

ベビーマッサージ 

お別れ会 

ドッジボール 

芝生広場 
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   よくこども達に「学校を頑張ったからゲームを 3時間していいよ」「運動会を頑張ったから好きなものを買おうね」 

「テストで 80点以上取ったら 1000円あげる」「お手伝い 1回につき 100円」などの 

「報酬（ご褒美）」をあげることありますよね。こども達が頑張っている姿や、一生懸命努力 

している姿を見ると、つい「なんでも買ってあげたい」「喜ばせたい」と思ってしまいます。 

（その気持ち、とてもよく分かります。）ですが、本当にそれで良いのでしょうか？ 

今回は、子どもへの「報酬」について考えてみたいと思います。 

こども達は乳幼児期、「やってみたい」という気持ちだけで、さまざまなことに挑戦します。しかし成長とともに、保育園や

学校、勉強や習い事、お手伝いなど、たくさんの「やらなければならないこと」＝「壁」にぶつかります。そのとき、大人はこど

も達のやる気を引き出そうとして、物やお金をご褒美として与えてしまいがちです。実はこれが、結果的にこどものやる気

を奪ってしまうことにつながる場合があります。“報酬”を物やお金にしてしまうと、要求は少しずつエスカレートしていき、

いずれその報酬の上限に限界がきます。限界がくると、こどもは「80 点取れればいいからこのくらいでいいや」「今欲しい

の無いからやらない」「お金もらえる？もらえないならいいや」という損得勘定で物事を判断してしまうようになります。 

また、本来持って生まれる「人の為に動きたい力（お母さんのためにやりたい。お父さんの役に立ちたい等,,,）」が、「報酬

がないとやりたくない」に変わってしまい、「無条件で誰かのために動く」ができなくなります。また、報酬を与えたことが原

因で「やってみたい」という気持ちそのものが育ちにくくなってしまう子もいます。では、どうすれば良いのでしょうか。 

乳幼児期から小学生の期間は、こども達にあげたい“報酬”を、物やお金ではなく、「ありがとう」

「助かったよ」「できてすごいね」「頑張っているね」「いつもステキ」「うれしい」「たのしい」といった、

気持ちの報酬にすることが大切です。こうした関わりを積み重ねていくことで、お手伝いは「当たり

前のこと」になり、感謝の気持ちが育ち、勉強や習い事も「自分のために」努力できるようになりま

す。この期間は特に、心を育むことを重視してほしい。お金や物は中学生から、嫌でも覚えます。 

では、物やお金の報酬（ご褒美）はすべていけないのでしょうか？そうではありません。報酬（ご褒美）をあげるときは、「今 

日は特別な日だから」「お母さんが嬉しい気分だから」と、たまになら“条件をつけずに”渡してほしい。気を付けてほしいの

は、決して大人の尺度で物を与えない。「やってほしいこと」は辛抱強く待つ。「やりたい！」と思った瞬間に全力で応えられ

るよう準備しておく。重要なのは、こどもの心を、「物」で動かさず、「心」で導いてあげること！です。 

私たち大人が本当に見たい子どもの姿は,他者の為に物を分け与えたり、優しくしたり、助け合ったり、友達と日々を充実 

させている姿でないでしょうか？テクノロジーの進化、情報過多、物があふれ、 

何でも手に入る時代だからこそ、こども達には「損得勘定だけで動く、薄情な 

ロボットのような人間」ではなく、「アナログで人間臭く、人としての営みを 

大切にできる、人情味の溢れた人間」に育ってほしいと願っています。 

 

“報酬” 


